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ゆれ動ぐ世界の原子力発電

一
‐ジェネニ ブ会‐議 |ヽ 疇 '国

―の1準:備 |‐

森

: 経 済 的 “突 破''

「待望の経済的な原子力発電の時

代叫 っいにやらてきた6こ こ数カ

月つ間に,大撃発電炉|ま火ヵとの経

済競争の■戦線突破"に成功した6

1こ の進歩は,予定より1何年も早くや

らてきた。私はこの成果を, 8月末

からジュネ
=ブ
で開かれる原子力平

和国際会議で,‐ はぅきり報告 した

|｀」。 |‐   | :   ._1  :
ジヨン|ィ ン木本統領|ます `月19F

アツチ予Tヤツツ州■り■,グーロス

大学でこのように演説した。  :
“経済的な原子力発電"―一これは

人類が原子力を開放して以来20年間

抱きつづけた夢であるとともに,原

子力の開発にたずさわるものにとっ

ては,いささい言いふるされた言葉
でもある。わが国が制約を解かれて

原子力開発に着手.して以米, この

“経済的な原子力発電" “安い原子
力"という言葉が,い くたび,いろ

んな人の日から聞かされたことであ

ろうが|
‐19,3年 12月アイゼンハワー米大統

領が国連総会で原子力平和利用を提

喝して″1つ ,19'6年のス手イ動乱クF
よる石油の窮迪によって:原子力発
電、の′ヽラ色の夢は■層がきたてら

E¨nOlnic Brelkthpughげ
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れた。日本が原子力基本法をつ く

り,原子力委員会を中′さとする開発
に乗出したのもちょうどこのころだ

った。やがて19'8～ 59年になって,世

界経済の自由化,中近東・サハラの

大油田の発見などによって,石油の

賦存量は増大し,価格は急激な低下

を見せるにいたらた。そのころから

原子力発電の見通しは急激に悲観的

なものになった。この調子では,原子

力発電が経済性を達成するのは容易

な|とではない, |い う見解が大勢

を占めた。当時,原子力の関係者
は,こ のことを“動く的

=(mOving
ぬrgct)と ぃって説明 した。原子カ

がだんだん安くなってぃるのは事実

だが,■方その競争相手の入力発電

の方がそれより早く逃げ去っていく

のだということであった。

各国が原子力開発計画をもっと着

実なものとすべく再検討をはじめた

のも|の |ろだっ
～
6日本もその例

外ではなく,最初の原子力発電計画
を縮イ、して'昼

子力肇電が本ヵ発電
並みになるのを1970年 (昭和45年)

と見立て,それまでの約10年間に約
100万kWの原子力発電所を建設 し
て経験を積むという考えに変ったの

であった。    .
本尊のアメリカでも,一昨年ケネ

デオ大統領が原子力委員会に報告を

求め “原子力発電がアメリカの将来

に対してもっ意義|を検討させた。

その報告 |ま同年末,つ まり今からほ

んの 1年半ほど前に大統領峨 出さ

れたものだが,それには原子力発電
の意義をむしぅ長期的なものとして

とらえ,世界のエネルギ●資源の間

題を長期的に解決するには,増殖炉
の成功が前提であると強調されてお

り,大型発電炉の経済1生 について

轟翼優i『‰辟翠灘結1
で近づいていると述べていた。

その
“
しきい.ぎリイが,た うた 1

年の間に, さきに述べたジョンソン

大統領の演説にあるように:みごと

戦穆宋破 (brcaヽt,19ugl)しなこしヽ
うのである。      | ‐

|の間に何がおきたという.の |で|あ

う|,か。    |   二II .:
考え

`み

るこ,ノ嶼が
'11●
ゆ

`界子炉というものをつく|`:,、ら22年

になるし,原子炉で発電ル
`か

らで

、,今年でもう11年 ||なる。米末ィ
仏加日など11カ国 に,35基,400万
kWの原子力発電所が実際に動いて
いる。400万 IWの電気といえば,
1,000万世帯近くの家庭が消費す

る量である。これだけの実績をもと

にして,原子力が経済性を獲得する
ところまで地道に進んでいたとして

も,ふ しぎではないかもしれない。

それにしても,こ の急激な進歩|ま :

いささか目まぐるしい。一体何がそ

れをひきおこ:したのであろうか。技

術的な画にユ入るまえに,‐ ぃった
い,昨年から今年にわたって各国で
どんなことがおこったかを手短かに

みてみよう。        ‐ i
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石炭と原子力との闘争

昨年のアメリカは “原子力反対闘

争"に明けくれた。といつても,原

子炉設置反刈運動のような,わが国

でしばしば見られるのとは,だいぶ

趣がちがう。反対運動
の首謀者は石

炭業者だった。人の手は,昨年 7月
,

元 TVA総裁リリエンター
ル氏がプ

リンストン大学でおこなった講演
か

らはじまったo原子力委員会の生み

の親,初代委員長でもあった
り氏は,

次のような主張で真向から原子力
発

電にかみついた。

(1)初期の見込みとちがい,原子力

平和利用が)鍵の生活に “隊1的な
"

恵みをもたらすとは遭ヽえな
い。

C)いまのところ原子力は,単に在

来資源と同じくいいの
コストで発電

するというだけのことのようだ。

(3にのような“その他大勢の一人
"

(OnC Of thCm)に 対 して政府
が特

別の助成を与えているのは
スジが通

らない (石炭だって助成すれ
ば安く

なる)。

(4)原子力委員会は,そんなこと
よ

り安全規制に専念せよ。

これに対して, もとより原子力委

員会は原子力の将来性と,界子力発

電による菌家の利益を強調して,徹

底的に応戦したことはい

'ま

でもな

t、。しかし, り氏の発言は,石炭業

界,共和党議員の‐部,発電炉設置

予定地の住民の動きをあお
りたてる

結果になり,昨年いっぱい原子力関

係者をなやましρづけた。

ボデガ。人イ,ベ ンドルトン,ハ

ダムネック, コ
~ラ ル・ビーチ,ナ

インマイル・ ポイントなどに加圧水

型または沸騰水型の大型発電炉
を設

置する計画が進められるな
ど,積極

的な動きを示してはいたが,~昨年

末発表された
ニユーヨ~ク 市 内の

100万 kW原子力発電所計LIlは ,この

リリエンタール言命争のとばっちりを

食った形で延期されるに
いたつたo

そしてこれらの他の大型発電
「
につ

いても,割安であるのは原子カメー

___ 24-一一

カーのダンピングであるという攻撃

が石炭業界から加えられるなど,は

げしいものであつたo

このような原子力界に対する強い

風当りは,やはり核停条約の調印に

ぃたる一連の動きを敏感に反映した

ものであったようである。今年にな

って米ソ両国が核兵器用の濃縮ウ
ラ

ン・プルトニウムの生産削減を発表

したが,わが国の場合とちがい, と

もすれば軍事本1用 という
ニシキのみ

旗でまかり通っていた原子力平和利

用に対して,他の分野から率直な批

半」が加えられるようになるのは当然

の成行きであったろう。そして原子

力は, この戦いの中をみごとにD長

ったょうである。

こぅぃった反対運ll」 によって,原

子力界では謙虚な反省も生れた。そ

の一つは,原子力の安全性について

の公衆に対する説明の不足であり,

もう一つは発電炉の経済性をもっ
と

赤裸々な形で示すことの必要性
であ

った。そして,この後者の反省から

衆望をになって登場するのが,あ と

で述べるオイスタ
~・ グリーク原子

力発電所の計画である。

誇りを捨てるイギリス

ィギリスの場合は,動 きはもっと

深亥1であった。よく知られているよ

ぅ
'こ

,ィ ギリスは得意の天然ウラン

黒鉛減速ガス冷却型 (いわゆ
るコー

ルダ‐―ホ~ル改良型)の原子力発電

所を合計約500万
kW建設中である。

この型は従来のイギリるの技術と軍

事オt用 との若千の関連
のもとに開発

されたもので,ア メリカの軽水型

(PWR,BWR)と ともに, すでに

商業炉としてかなりの経験をも
って

いる。

ところで問題は,次の原子力発電

計画にどの型の発電炉を採用す
るか

とぃうことにある。イギリス原子力

公社 (AEA)では,従来開発してき

た改良ガス冷却型
AGRを採用すべ

きであると主張していたし,自国
の

技術と伝統を重んじるイ
ギリス人気

第 1図 オイスター・タリークの所在図。
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されるものと思われていたo    l■・
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しかし発電を担当する国営の中央 1證 i■ trlデ
■■・

驚禦ξ;｀λttL職婚:3よ 111■「
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かなかったoこのイギリス型 (AG i(‐
1■・
‐1■ ■
・

R)は , 建設費が高い上に,燃料製 : 二「
´
=~・
lf

造もAEAに独占されていて,う ま味  
嘉■■■T～ ニニ

が少ない。たとえ k｀
‐h当 りの発電 11-「 桶■li tニ

ユ

コストが同じであらても,中央発電 |二 重■イ Lぜ「
:́

庁の資金負担は,た とえばアメリカ
:it■ ■■fil

型の発電
lF~を採用した場合の倍もち ・:.'多

|■ 1

がう (その差を k下 100ちレとみても 1

5年間で2,000億近いちがいがで 1

る)。 その上発電庁の資金に対する |

金利が引上1デられたこともあって, 1

中央発電庁は一昨年ごろかり,は つ |

きりと建設費の安い外国の炉
へ興味

を示しはじめていたのである。 |  '

さらにイタリア, ドイツ,イ ンド

での入札で,イ ギリス炉がアメリ
カ

炉に敗れたこと,燃料製造 を
AEA

が独占しているための弊害などに対

しては, メーカー側からも批判の声

が高まってきたo第 1期発電計画で

は, 5グループが3グループに統合

されたとはいえ: まわり持ちで仕事

量を維持できたメーカー側も,発電

炉の大型化と,中央発電庁の経済的

に割切った方針,輸出め見通し難か

ら,お国の方針とはいえ,AEA一

辺任1ではすまない立場に追い
こまれ

ていった。

13年前日本にやつてきて,あ 4ほ
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考 iて t,当然その型が採月1
■Eヒ 思わオしていた。

し発
=を
担当する国営の中央

「
主■■らは,簡単にこのA

三
=を
うのみにするわけにい

った=こ のイギリス型 (AG
ミ言ミ責が高い上に,燃お1製
・■1■占さオιていて, うま味

●`Eた とえ k｀
‐h当 りの発電

11三 してあっても,中央発電
圭負三 ま,た とえばアメリカ

電■
=調
した場合の倍もち

そ
「
≡をいヽ
‐
100ちレとみても

で 1・ ■]億近いちがいがで

:「 上発≡庁の資金に対す る

=l上
■られたこともあって,

電〒 ェーコ1:年ごろから,は っ

,こ議責
「
安ぃ外国の炉へ興味

:ま しえていたのである。 |

にイFリ ア, ドィッ,イ ンド

?して,イ ギリス炉がアメリカ

=lた
こと,燃十1製造 を AEA

して.ヽ るための弊害などに対

,メ ーオー側からも批判の声

ってきた。第 1期発電計画で

「
■―デが3グループに統合

ヒまヽ た,まわり持ちで仕事

行てきたメーカー側も,発電
型セヒ,中央発電庁の経済的
ったす隻卜.輸出の見通し難か

=■
すliと |ま いえ,AEA一
こすまな .ヽ立場に追いこまれ

前三事 ,こやってきて,あれほ

:ど強気にコールダーホーノし改良型を

売りこ′tでいったクリストファー・

ヒントン卿が,い まではこの中央発

電i■lkと して,正面きって自国の

発電rを たたぃてぃるのも皮肉なめ

くり合せであるが,以上のような国

■うP/Jき を背景に,El年来次期原子

方発電計lTlを検討していたイギリス

責力省が炉型選定にどのような裁断

をくだすかが世界の注目を集めてい

1月 15日 に発表されたこの白書

・ま,ま ことに簡明で,読むのに5分

ヒかからないくらいの短いものだ。

1,F]年～75年の間に原子力発電所は

大体 500乃 kW建設されるべきであ
ること,炉型は商業的人|しによって

董争で定められるべきこと, という

つがその要点であり,その候補とし

て 9ヽRのほかに明らかに軽水型(と

く二Bヽ
‐
R■)をあげている。

こったった3ベージ半の白書は,

二■贅三1・」D AEAI[対する三下り
二「■]`三 tだ とみる人もあるが, こ

こまで1:tゴ ったとントン卿が今月

■´
=・
II=す るもようであること

」_:ダ ブスつメーカーの動きも複
■てチ
=こ
とから,呆 して来年初め

,■
■、■1て ACR■ :跡っか,軽水炉が勝
う■
=テ =を

,iる きない ものがあ

′グ スのメーカーの “米 GE詣
■■
=争
らあわただしいが,イ ギ

ス I「 レープのェ1静をさぐると,
メ: ~:  シュ・エレタトリック・グ
,一 ●ま _ヽ GRに最も熱 と́ヽではある

|:. f.ュ 千=て 'メ
:'力 ⊃ノ‐―ス・ア

メリiレ tヒ ,■■IFでパブコック

・すァウ= 7ス 社とil■ してい
ぅ。ニューアリアー・パフー・タノレ

ープは, アメリカのゼネラィン・エレ

グトリッタ (GE)社 と関係を深めて

いるし,ユ ナイテッド・パワー・グル

ープ(UPC)は ウェステングハウス社

との間で交渉をはじめており, ロー

ルス・ロイスは,原子力潜水艦につ

いてウェスチングハウスとの間にす

でに技術」り辻携関係があるので,発電

炉についてUPCは その下請となるも

1964年 9月

のとみられている。

いずれにしてもこの誇りたかき国

の指導者たちが,原子力発電の分野
において “誇りよりも実利"を取ろ

うとしていることは,新たなlF」代の

到来を暗示するものがある。イギリ

スの代表的原子力専門誌『ニュータ

リアー・エンジエアリング』は,そ

の社説で次のようにのべている。

「 この (動力省の)白書は,最 も

国家の威信を傷つける時期に発表さ

れた・…ち 今度のジェネーブ会議に

は, イギリス|ま
｀
世界の指導者"と

してでなく,ス ーパーマーケットを

のぞく王様の気持でゆかねばならな

い。……このI論をだすのに, こん

なに時間がかかったことはまことに

残念である」

注 目のオイス ター

・ ク リー ク発電炉

ところで, ジョンソン大統領が経

済競争を “突破した"と い ったの

は,何 をさしているのであろうか。

それは,日14'12月大西洋岸の電力会

社ジャージー・セントラル電力会社

が発表したオイスター・クリーク原

子力発電所の計画である(第 1図 )。

それは,ゼ ネラル・エレクトリング

社が建設する電気出力 51～ 62万 kW

の沸騰水型原子力発電所だが,CE社

の精密な(1済計算に よる と,同 l也

の石炭火力発電所の最も安い もの

よりもさらl‐安いコストで発電 で

きる確信が得られたので, これに着

手することにきめたとい うのであ

る(第 1表 )。

第1よ オイスター・クリーク原了力
発it,1の

7F「設費内訳(単位はドル)

契約価格 60,000,000

っているゼネラル・パブリック・ユー

ティリティーズ系統全体でもやっと

265万 kヽIの入力発電所をもっている

にすぎない (こ れはわが国の九州電

力会社くらいの規模である)。 この

程度の会社が,安い石炭の売りこみ

をしりそけて,政府の援助なしで大

規模な原子力発電所の建設に踏切っ

たことは,た しかに注目に値するで

きごとであろう。

CEネトはあとでのべるように, こ

の発電炉の‖輸ヒ・コストについて明

確な保証を与えているもようであ

り, ジャージー社は,そのデータを1

年近くにわたって分析 した糸ri果 ,こ

の結論を出したという。沸騰水型に

は,原子灯'の中で発生した蒸気を直

接タービンにぶちこんで発電す る

“単一サイクル型"と ,部分的に熱

交換器で蒸気をつくる “二重サイク

ル型"と の2種類がある。ジャージ

ー社が発表した経済データは “二重

サイクル型沸騰水炉"の ものなのだ

が,実際に建設するのは “単一サイ

クル型 'だから,建設費などのコス

トはさらに安くなるといわれる。

ジャ三ジー・セントラル社がおこ

なった原子力発こ所と火力発電所と

の経済比較は,第 2表のとおりであ

る。入力発電所の方は,同地点に同

規模の人力発電所をつくり,同地で

の価格の石炭を燃やした場合と, も

う一つ同社も一役買っているた炭地

入力発 IH_「弩であるキーストン発電所

(180万 kW)の 1也点に同規模の火力を

作って発電し,送電線を引いて配電

する場合との二つを考えている。原

子力発電
'"の

方は,GE社が最低出
力として保証している51万5,000kW

と,期待される出力 62万 kW, なら

びにその中|11の 56万5,000kWの 3種

類をとっているっ

経済比較の結果のあらましは次の

とおり。

(1)どの場合も原子力発電所の方

が同地点の火力発電所より安い。発

電コストの差は kWh当 り0.55ミ ル

(1ミ ルは36銭 )～0.09ミ ルだが,

年Flの節約額でいえば40万ちレ(1億

ジキーデーF上の設言1変更460,000

建」ウ利感     1,306、 000
土地イヽ  .    775,000
従業 ltt11争 安ヽおよび許認
口∫iili系          1,414,000
予綿費 1,015,000

合計 68,000,000ぅ レ

ジキージー・セントラル電力会社

はわずかの入力発電所しかもたない

小さい会社であり, この会社が加わ

】卜一）一
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4,400万円)か ら260万 ら,(9億 3,600

万円)になる。

(li)ベ ンシルベニア州ILl部の産炭

地火力発電所との比較では,原子力
は最低出力の場合少々不利だが,中

間ならびに62万 kWの場合は原子力
の方が安い。

Oii)こ の差は初年度のものだが,

これは運転年数がたつとともにます

ます原子力が有禾けになる。

まえにものべたように, この経済

計算には,原子力発電所にとってむ
しろ不利になるような要素がいくつ

か湘1み こまれているようだ。たとえ

ば (1)火力発電所は実際は原子力よ

り低い稼働率で運転されるのだが,

比較は同一とした,← i)核燃ポ1民有

がおくれればその間原子力発電所の

燃ポ1費は安くなる,Cii)原子力の燃

料加工費は高い方の価格をとってい

る,な どである。

この経済計算が本当だとすれば,

この原子力発電所は,今年アメリカ

各地で現実に建設認可になる入力発

第 2ス オイスター・ クリーク原子力発電所と火力発電所の経済比較
(ジ ャージー・セントラル電力会社発表)

火 ノ」発 電 所 原子力発電所

オイスター 51万 5,000kWの場
・タリーク合

4.:| 4.25

105らし/kW1 110ノ kヽV1  132ドハ′kW  1120ノ kW
(+30) |(+3) |    (+4)  |(+4)
石炭17セ ン1石炭26セ ン1 濃縮酸化ウラン
ト/MBTU I卜 /λfBTu 

‐
   現行AEC価格Ⅳ

暉

TU▼ M:TU PuttA型
亀88%

1lQ鋤肩 ;

1炭鉱地  |
〔西ベンシ
|ル ベニァ〕|
1 3.98ミ ル|

師
△
口
　
　
７９

万

場

　
３
．

６２

の
０００
船帆〕
　
制

初年度発電コスト

(ミ ノけkWh)
(1ミ ル=36銭 )
kWh当 り建設費
(+送電線)

〔前堤〕

燃 料 価 格

設備利用率
耐 用 年 数

固定 費 率

|,1 出

110/kヽV

i(+4)

電所の半数よリコストが安いことに

なる。ジョンソン大統領が,原子力
発電が火力との経済競争戦線を

¨
突

破した"と いったのも決していいす

ぎではないことになる。

そして一日午年のアメ リカ。AEC

の大統領への報告にあるよ うに,
=ア メリカ国内の高燃料価格地域

――-40セ ント/100万 BTU――におい

ては,1970年 ごろ原子力発電所が経

済性をもつようになる"といった予

言は,数年は早められた ことにな

電力の高価な他の国々が, このよ

うなアメリカの安い原子力発電所の

清報から大きな脅威を受けたのは当

然のことであろう。発電コストの計

算は,各国各様であり, このコスト

でどこでも発電できるというわけに

はいかないが,原子力発電が20セ ン

ト/100万 BTUの石炭入力と競争でき

るということは,ト ン当り約2,000円

錯 電 炉
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解
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書
が
ほ
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ど
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本
書
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こ
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の
要
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礎
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本
書
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作
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レ
艤
馳

%の 経済比較

'製

竃■会社発表)

時 光 光 電青

蟻 i=5,000162万kW
LT'場合の場合

1=11ヽv

〔二4)

3.79

110/kW

(+4)

畔 められたことにな

障な性の国々が, このよ

鮨の安い原子力発電所の

きな青威を受けたのは当

らろう。発電コストの計

齢様であり,こ のコスト

階電できるというゎけに

喘 原子力発電が20セ ン

[の石炭火力と競争でき

ヒは、トン当り約2,000円

五百貴ヒ蒙争できるということを意

硫キこ=わが国の電力会社が燃やし
て・ こ
=責
の価格がトン4,000円 ,重

枷■15.ti■ 円くらいであることを思

ヽ三二すまでもないであろう。

こ
「
経済計算の裏付けとなってい

こま:責
=進
歩は一体何であろうか。

す″スター・クリータ原子力発電所

|■ _≡下大AECの安全審査にかけら

Fiてお,,それが終って建設認可に
な
=ま
で,正確な技術データは公表

i Flないが,従来建設されている同
型 F~方発電

~rrと

対比,技術進歩を
i二 づi二てみると,あ る程度の推定
4可能てある。

発電炉技術の

たどる二つの道

今 三=デ ループン・タイブ''(prOVCn

町ト  ヒよば れ てい る沸騰水型
ETR,澳 三水型(PWR), コール
ダー
=―
ルま良型(GCR)の 3型式の

原子■発電書の運転・建設の実績は

第 2目 Dヒ おりである。軽水炉 (B
TRヒ PTR)と GCRと は,運転中が
1)ITLTあ まり,建設中または計画
確定■:li 5=|万 kヽ と, ほぼ匹敵 し

て■石=し ,ヽ しながら,GCRはすで
1二建設着手されたものばかりで,計
睡■3■ の1まほとんどないという点

は注意 しておく必要があろう。

軽ま炉は1957年 ,CCRは 1956年に

そilぞ :1票型発電炉が運転 を開始

し,その後 7～ 8年間にわたって改

良IIつづけられている。まずそれを

原子炉 l基当りの電気出力の拡大と

いう点からみてみると,軽水炉は,
最初のもの (シ ッピングポート発電

局 .が 6万kWであったものが,10
万～20万kWを経て,い ま問題とな
っているオイスター・ クリータ発電

所の60万kWま で改良された。CCR

は,最初のもの (コールグーホール

発電0が 1基 35,000kWで ぁった
のが,昨年発注されたウィルファー

原子力発電所では炉 1基当り 59万

k下 となった。   |  |
両型とも約2o倍の出力増加があっ

1964年 9月

加圧水■   沸騰水型  黒鉛減速002
(PWR,   (BwR)  冷却型 (GCR)

第2図  3型式の発電炉の現状(7月現在)。

たわけで,こ れは当然 kW当 りの建

設費の低下をもたらしている
`こ
の

傾向は火力発電所の場合も同様であ

り,入力の進歩は蒸気条件 の改良
(高圧高温化)と大型化とにょって

いる。規模の増大についていえば,

通常火力では出力の平方根に反比例

して,kW当 り建設費は低下してい

建設費の場合も大体あてはまるよう

に思われる。CCRの場合, プラッド

ウェル,バークレーの 1基当り15万

kW級の場合の建設費kW当 り180～
200fン (18万～20万円)に対 して,
1基 60万 kW級のウィルファーでは
looゞン(10万円)に低下している。軽

水炉ではドレスデンの18万 kW級の
kW当 り250%く ら,ヽのところから
今回のオイスター・クリータで 110

～132らレとなり,出力が約 4倍 とな

って,kW当 り建設費が約%弱にな
つている。

問題はこの建設費の低下が何によ

ってもたらされたかとい う点にあ

る。第 3表 と第 4表に,軽水炉の代

表BWRと GCRと について,それぞ

れ代表的な発電所三つの設計諸元の

27.5万 ×2

268Psi

410° c
32.7%
62ft

108

59万 ×2

400psi

414° c
～34%
96ft

100

1963

第́ 3表 沸騰水型発電炉の進歩

|ドレ不デン |ボデガ・ベイ|,`歪多薫
°

尋孟vL男 ぽ万1tt η∬雌ぎ‖彎臨万

]沼
器言 1  雀I  

Ю・
響|‐
 ～雀

[鷲i  :1  1  :チ
ン
L勢 ‐に

"ぃ
ム1 20蕊 | ^ン .ち 01

まず5111騨 Lf礁.| ぶ碁; |
21

・帷
証
Ｌ

二
丁

軒
卜
脈
営
Ｘ
一

接
写
と

Lンアナニ  1    球 状 |ニミ憮 鴛Ψr 二重構|(筒 )琶裏暮ご螢J__塾重11.聖空i銭 |:ゴ塗L_
*オ イスター クリークについては資料未発表なので諸種の情報から推定

第4表 ccRの 進歩

|シラッドウェル|ダ ンジネス |ウ ィルファー

電 気 出 力 1 15万kW× 2
冷 却 材 圧 力 1 132pj
出 口 温 度 : 390° c
熱  効  率 1 28.2%

?燃岬¶1な輻堪受大
置量
レに
〔生 曇粥∫

W誕

11期 1  1961

:辱専
:富真
卜式会社

くものとされている (1基当りの出

力が4倍になれば,kW当 り建設費
は大体発になる)。 この論でいくと,

出力が約20倍になったとい うこと

は,kW当 り建設費は1たないし%に
なっているはずである。

実際この近似式は原子力発電所の

比較表をかかげてある。

この両型をくらべてみると,その

技術的進歩のパターンには根本的な

相違が目につく。その第 1は ,BWR
の蒸気条件がここ10年近く全く動い

ていないのに対して,GCRでは蒸気
条件の改良が著 しい点である。約10

魏灯稼桂中

Eコ彗肇薔裏走

言〔:冒画F署
曽曇微

科 学 朝 日 - 27-



年以上も前に設計されたドレスデン

発電所も, 2～ 3年前に設計された

ボデガ。ベイ発電所も,い ま提案さ

れているオイスター・クリークもそ

の炉′き圧力は大体1,000Psi(ボ ンド′

毎平方」ン≒70気圧余),ツ‖1鷺蒸気の

温度は大体500数十度 (CF)の ところ

は全く一定されている。 したがって
熱効率もほとんど変つていない。こ

れに対してGCRでは,バークレー級

のもので炉′とヽガス圧が 1251、 1に約 9

気圧)だったのが,ダ ンジネスで
|ま ,26SPsi,昨年発注されたウ ィル

ファーで(ま実に400psiと大幅な変化

がある。これに対応 してガス出目温

度も345`Cか ら415° Cま で進歩し,

熱効率は246%か ら35%ま で大llfiな

進歩を示している。いいかえれば,

CCRの場合, 1基当りの出力の1曽加

は,主 として力i´と、の圧力とおIIttの上

昇によって達成されたものというこ

とができるのである。

それでは軽水炉, とくに B｀
'`Rの

i11カ上打は何によって司1ヒ となった

か。蒸気条「卜はここ10年以 Lも いわ

ば標準化されているのに対 して,圧

ブ」容器が急、激に大きくなっているの

がまず目立つ。刀1表の 3発「ビ炉をみ

ると,Jl力容器の高さ,直 11と もに
20～30%ずっ増加しているから,容
rlaで大体倍々となっている1助定であ

り,炉心容器が大きくなれば,それ
こほとんど比例して燃が1棒を多く装

スでき, したがつて出力は1性加する

ことになる。

その上オイスター・グリークでは

′
=:力
容][が大きくなったキ|十 財t,従来

Ii:力容器の外出∫に置かれていた汽

水分離器 (Sに am SCPara"r)―――炉

,と、から出てきた沸騰蒸女(中′)」 (と蒸

気とを分ける塔諾:――を :「」」な

'1つ内部に置く設計が可lLと な j、 その

|:果 こう●分のスベースが 1li約 さ

れ,設備がコンパクトになって,建

設費を低下させることができた。

これに対してCCRでは, 1:プ」容器

:ま バータレー級からサイズウェルま

で|=と んど,■いがなく, ウィフレファ

ーにいたって顕著な拡大があるだけ

――- 28 -―一
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騰・ II■・ :` それに応じて関連
鮒ャm‐ 11.‐ It.こなり,それだけ
1断淵いΨ .1=こ ヒl~な る。BWR
I=|.=メ :ヒ ボデガ。ベィを比
・ ■141■  J iriほ とんど倍近く
L― ■ 1~1,一 ア.の数は全く同
1↓ 満t〔 ■1=ォ ィスター・ クリー
"「
= |■  =ら 二ilこ なっている

|・ :  一~二 :「 ず|・一つふえて,
1胴 1 1■  て ヽない。このよう
稀,|い ||― ~■ I=:し えたのは, そ
,「 叫一~l二 」て ■

=材
を環流させ

1ギ  ~｀ tブiて二ろ,
1 1■ II Ii■ ]尋合1ま ,冷却材
|‖ 1‖ J:■ ■ttiF肯 :力:シ、して
I~■  ■ 11■ 1、 ボ ンプ を使

I‖ _■ |´ l i■ tt● =こ のボンプ
・
111卜 iL~1~を 言姜tl.こ つ くるこ
111■  1 1■ て ま■ 、ヽ と して
. た ||:て :■「てき

=ボ
ンデを実

‖|二 ||「 f:二 = ■ =「
メーカー

.1■
IL■

"―
~

■='「 ,つ 仕様が
tlな るように′思
「́1`ヽ  これらブ

「
li彗■では思

う方針のようにみえる。イギリスの

CCRIま , よく矢]ら オLて 、ヽるようケこ,

被覆材はマグネシウム合金 (マ グノ

ックス)に統一し,実績によって着
実に燃焼率を上 |デていくとぃう方針

がとられてヽヽるこ同じGCRで もフラ

ンスでは,や |ヽ:の政史にかなり力が

そそがれている.

原子力発電:こ とって経済性よりも

一層大切なこと:ま ,安全性の確保で

あること:まいうまでもない。第 3図

にみらそlる よう:こ ,初期の原子力発
電雪のあつ :・ ―ム:ま ,万一原子炉が

暴tして,II事 ―敢 射性分裂生成
物が炉心の外言:11も れても,それを

外部に技散きせないため設置された

コンテナーで,ろ ,こ の巨大な気密
コンテナー|ま li億日以上かかり,原
子力発電千,コ スト低下をはかる上

で,何かこ l々 ittitる 物を考える必要
がある。発電●メーカー側ではこの

コンテナー11「tる方法を,あ るいは

=ン テナーヘ,ケモ了F費を減らす方法

を1ヽ くつit考案してきたが,公衆安
全
「
二尋`i責奎上を書査する

.ゝ E

CIま、コンテ■―_■ ilt ilに そ11を使

うことをなう.二■そうと|ま しなかっ

た。コンテナー こ代る方法 と して

は, もし炉の二貢|:色、上昇したとき

は自動言tに炉′二、,天丼からシャヮー
が出るようにしておいて,燃料棒の
i容融を防ぎ,政射線の放散を未然に
防ぐ“コア・スプレー法'一 ,炉
心が溶融 して放討能蒸気が充満して

も,ループを外囲のタンク中に導
き圧力をへらし,外部へのもれをな
くする “圧力抑制法"―一こうすれ
ばコンテナーの設計が楽になる一一

などがある。メーカー側も実験を重

ねて,AECに使用を承認してもらう
ため, ここ2-_3年にわたって努ヵ
がつづけられたが,その結果ボデガ
・ベイから三カ斉希1法を採用する見

こみが立ち,従来の巨大なコンテナ
ーの代りに,比表Jt′ l、さいコンテナ
ーと気密な建物という二重構造のコ

ンテナーという設計が可能となり,

コストの節約が可能となったのであ

る。超大型炉のオイスター・クリー

夕でもこの方式が承認きイlる かどう

か, 8月 の AECの裁定が注目され
る。

その結果,第 3図の写真にみるよ
うに,原子力発電所の外見も,大変
な変りようを示すようになったので

ある。

CCRについても同様な改良がはか

られたっ 1炉当り 10～ 20万 kW程度
のものなら, この型ではコンテナー

は不要というのが通念であったが,

この型では大型化にともなって圧力

・温度の_L昇が伴うので,コ ンテナ

ーに対応する施設とパイプゃ蒸気発

生器などの構造補強策が必要となっ

てきた。

このような安全対策をコストの上

昇を伴わないでお こな う方法とし

て,考案されたのが,いわゆる “イ
ンテグレーテッド・ システム"すな
わち “全理込法"であり,PSコ ング

リートでつくった巨大なコンタリー

ト塊の中に,炉もパイプも熱交換器
(蒸気発lL器)も みんな理めこんで

しまう方法である。グンジネス発電

所からこの方式が採用されたので,

GCR原子力発電所もその外貌は一新

してしまった(第 4図 )。

このような安全施設の根本的改良

は,大きなコスト低下をもたらした
点からも注目されるが,その技術的
な安全性の裏づけがどのようにして

おこなわれているのかという点につ

いては,今度のジュネープ会議でも

大きな話題となるものと想像 され

る。とくにその耐震性については,

わが国の場合とくに関′と、が深い。過

日の新潟地震の実態を科学的に解明

するため,ア メリカ。AECのベック

規制部長は 7月 10日来日した。アメ

リカでも
`」

海岸はかなりの地震地帯

であり,ボ デガ・ベィの地盤につい

て目下国務省などをまじえて論議が

やかましく, まだ結論に到達してい

ない。

安全規制の責任者が,こ のような

精力的な活動を惜しまないことは,

やはりttきを表していいことでぁる

と思われる,
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Lで きる。

1き らl_i主 目されるこ

∫3ループの数 で あ

=を
外へ尊 くループ

科 学 朝 日

価1」L tt t,:「 t'=こ ぅ 、ては申合わせ

|■ j'二
「
三 二十して る。イギリ

■‐:li_■ 二 :三 そうであるが,軽
■F二
`.て t,義 |ヒウラン・

ベレ

'二 =ウ =ン 含全またはステンレ

●1・ Iヒ _`た士燎となっており,
こ
~百
三覆=「 3■劣:こついてはなお

=三十二■三監キ運
=実
績をみる必要

,テ :~7tど t,メ ーカー側は燃滲|
■■■「 百言■iの 値段によって選択
f== fて るヽ。そして燃料の寿

台 Flti= .こっぃては, 1万数千
1.:~IIヒ .ぅ ぁたりのところをね
ら  そFl以上の無理はしないとい

1964年 9月

郎

・・響

・・・・・
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水

の

コ

ス
ト

（
１

ト

ン
当

リ

セ

ン
ト

）

|

らすでに3回の専門家会議を開いて

いる。 2の 3画 日も, この1月末
にウィ■ンで開かれたば か りで あ

る。   |

くてはならない?しか0:｀原子炉は

規模を大きくすればそ4だけ出力当

りのニストが低くなる|と もよく知

られている。        ・

_ハモンドが作ったイヒ石燃料と原子

淡水イ醸置量初め構想    菫糠i×計写γガ町冤蓬
アメt方で原子力栞u用あ漆水化装  が大書くなると,原子々が急速に有

喬羅乳告電'喜馨T号1曇季果り、種霧  乗:;t婁Fi「機|よ子絶ζ911
できるとする研究論文を発表したの  のである。年の計算に,したがつて,

である。               最もうまく設計して水を作るように

同氏は,熱出力 1億 kWに も逢す  した原子カプラントでは,その規模

るほどの超大型増殖炉が建設されれ  の大きさによ?て水のコストはどの

ば,それは十分可能だとしたoもち  ようにかわるかを見ぅと,等 2図の
ろん,いま世界で計画されている最  ようになる。

李,Iy鍵勢幣藁絶ふ:r  ll来へ|‐ 1唆 |‐
この数字|ま原子力発電所の

′常識から   し て の 重 要 性

咆僣よ操:「312場驚[11:|‐讐. :菖 [,:と
'IIII:9111「

』冤|ょ電
を1日当り40btttの水を作ること  れに準じる地域となつている,しか

第 1表

`嗜

燃料と原子か

'―

・ |五永納 設備iの比較  =雫 η方法で安い小

蒋隕]冬占轟轟墨li験::罐
無■,(VW11111鷲

||.撃|::Tl1111
196二年 9月 ,1963

李?1としI′t,|.撃十:llf i l:キ ||■ 11_‐
?|12・

'1 
年4月号参照。来

8     16     24     32

プラントの容量 (10万 トン/日 )

第2図 水のコストはプラントの容
量の増大とともに減少する8  1

月号でさらに詳細な解説を掲載?予

定)。 問題tま ,どうすれ|ギ安ぃ7.不 l

が得られるかである。海水を淡 71C

すること,よ ?,900年 o前からゎる技

術だし,現に軍用にⅢ広‐、使つ筆
`いるが,一般用として使うには,■

ストを下げることに感功しなければ

ならない。   ‐ ‐    ■
蒸留法で水をとる方式の大規模プ

ラントが塩水局によって三つ作られ

ているが,それは,どの蒸留法がい

|ばんやすくで煮うかを本際υF比が
てみるためである。それらの方法||

対する熱源として,原子炉から

が,ある規模以上になるこ,有利で

あることを示したのが,ロサラ
=呑の科学者たちの功績でみ|った。‐ :

淡 水

的の原子カ

化 装 置

これらの結果が,オ =グーリッン

国立原子力研究所の科学者

～

●を型
:

激して,さらに研究が拡大される.||
とになった。      :   ‐

ォーグリッジで|さア=ビンー.V`ワ |

ィンバ_グが申心:に なって,原子

力発電と淡水化装貢とo二つな早時‐

にやってコストを下げるこ―とを追及

した。それが,資源開発に大|い関

心を持っていたケネディ前大統領の1

心をとらえ,その科学特型補佐官F
もあり,科学技術局の長官でもあっ

たジェロ,4・ B・ ウィズォTのイ‐

シアチプで担当各省から委員を出

して大規模原子力淡水化装置の可會L

性を研究する研究グルァプが作つ4:

_一- 32 -一一
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´ 3ヽ石量 (10万 トン,.日 ,

1:^,ス :は プラントの字
〔二t二減少する。

こ妻■な解説を掲載の子

ま、どうすれば安いコスト

=で ある。海水を淡水イヒ

ニ:il年 も前からある技

こ軍弓:こは広 く使われて

な≡として使 う|こは, コ

=こ
とに成功 しなければ

itを とる方式の大規模ブ

it可 によって三つ作られ

■Fllま , どの蒸留法がい

てきるかを実際に比べ

て■ろ,それらの方法に
「二_て ,原子炉からの熱

:三 11上になると,有利で

1丁 た́のが,ロ サラモス

:t],t績であった。

:目 的の原子力

水 化 装 置

モ果が,オ ークリッジの

I干究所の科学者たちを刺

「ら,こ研究が拡大されるこ

ジ́ではアービン.11,ワ

・ 11中 ′いになって,原子

1まイヒ装置との二つを同時

=ス トを下げることを追及

li:,資源開発に大きい関

〔tヽたケネディ前大統領の

1,その科学特別補佐官で

1学技術局の長官でもあっ

―ム.B.ウ ィズナーのイニ

で担当各省から委員 を出

ミ原子力淡水化装置の可能

|る研究グループが作られ

科 学 朝 日

:二 :こ は ロ ジ ャー ・ レベ ジι

●li:二学補佐官)がなった。
~~レ
ープは,1975年 を一

:'き 、そのころに達成さ

1・ 1ろ

=`十
Fを基礎にして,

~:ま

`ヒ

装置の可能性を1資
モントちがゃった試算は,

|「「 百子IF建設を基礎にお

てFっ たtそれに刈し, こ
|て 三 一方で原子力発電を
lTて 、同じ原子炉から
て ■:まイヒをするという
「F究を基礎とする二
:■ を考えたものである。

・ ■ ==111ま 低l■の蒸気
― ・三:■も採用された。
1 1_て  ヽ 軍予炉 に し́て
lF■
==で
遁仁するため

| =三 ■:要求される。こ
~・  を二1せ るには好つご
■丁こ二兵合it悪い。そこ

二
´
二
~「 ,テ ントだと,湿

i■ ‐ モ t… |て , ,菫 当なと

I資 'こ と こなる。つ

-1~1~■ ゴ́て■ を ,::だ
=

1■ _て 、ま討きllた二重目
il 」■tt装置では, まず最
ti =三つ蒸気 まターゼン

l l ll「 三f■ をう11用 tヽられる。

lL て二てきたット出蒸気は,
:´
 二
`=三
:な温度.圧力に

=:発生
した
′
電力は,

:t「 コストをさらにさ

'Iま ,今年4月 1日 に

1つ ような諸点を指

― ~  ジ国立研究所でや
1= 三

=ぐ

炉による二重目

_1[二■さ済的に右望だと

,1ま やや楽観的にす

1し , 1分大きい電

ヒころでは大規模二

よって低11格淡水が

二 ま'1,規模が大きく
‐3'ラ ントより原

=(1大
きいlll■ヒ性が

二
頁F究所の結論が本質
二三 _ぃ ことを確認した。

(2)われわ′lの基本的な結論|ま こ
うである。順序立った完全に実IL可

能な開発計画によって,水 を,都市
用,工業用として合理的な価格で二
重目的ブラントから,大量に入手す
ることができる。

(3)も し,道切な研究開発の計画
が積極的に追及されたなら,19'5年

までに, 100万～150万いVの販売で
きる電力と日壺 f00万～300万 tの水

を生産する二三百 _lプ ラントを作る

ことをり将待できよぅ。この場合,水
のコストま三七,場「,テで (遊 lll J:を
入れないで, トン11り 5ヽ 6.5セ ン
ト,電力は.klヽ :]当 り,23～ 2.5ミ
ル(1ミ ル(ま =:セ

ント)であろうc

ただし,水 0垣 :|ヽ |ま場所,資金人手
の方法,電力C=売価|卜によって,
11条[に変化する

=

(4, この開発計画に投じられる政

府の出費は,全部で約 3は ,ヽ程度と
なろう。この投資1ま完全規模の装置

を半ダースくらいつくってみ
'1ば

,

収支つぐなうヽつでぁることがょく

わから 1ま すで ,,

151 蒸雷法だ:|

が,こ の幸t=で
(ま , 
―
l‐り,|こづき言it

71たが,い まアメ

リカで動いていろ

この方式の最大の

装置は日産5,61it

である。こ11を大

型化する手1贋 とし

ては, 日産 |万 t.

20乃 t, 60万 tな ヘヽ

し80万tと いうょ

うな段階で進める

べきである。

(6)こ の20年 く

らいの工業弓1心地

・_k,人 口集中地域

の可能性がら考え

て,南カリフォル
ニア地区に 1カ l li

またはそれ以上,

アリゾナに 1カリ奸

またはそれ以上,

メキ)コ 1湾岸に数力所, プ(ニ ューョ

ークよL区 ,特にロングアイランドに
1カ 可またはそれ以上のプラントを

i`「ることになろう。

17)われわれの分析 によれば,
19'5年 までに200万～400万 tの水を

毎日ロサンゼルスの貯水池にトン当

り7.5セ ントで供給できるような施

設を南カリフォルニア地区に建設で

きる。ゎれわれの見解では,こ れを他
の資源からのものと比べた場合,淡
水 fヒは競争できるところに近づいて

いることを明確に示すものと思う。

1975年 には経済的にな る

現在の水の価格は, アメリカの多
くの土地で lt当 り5～ 8セ ントで
ある。1968年 までにはこの価i格は13

セントくらいになる。現在の原子力

でない淡水化装置による水 の佃i格
は, lt当 り23セ ントである。ただ
しこれらの淡水化装置でも,いずれ
は It当 り8セ ントくらいになるも
のと期待されている。

信頼 され る数 字 を生 み 出 す

)デ嫁J′麻
′
た 〈

TAG-1000型ディジタル電圧計

、ギ糧
=■
義絆彗■■

… …… lmVか ら lkVま で を
10MΩ の 入力抵抗 と0.02%+
の 正 確 さで 0.6秒 で数 字 に 変 え る … … …
特 長 [:ヮ ンタ ンチコン トロール

[「 ]信態 される7ザイ ン
こJト ィンクルデ ィスプ レイ
「「lト リガープロープ

l=4三 9月
- 33 - _



これらの価格に比べて,二重目的

の原子力淡水化プラントから
の水

は,1975年 になれば十分に競争力を

持つようになることがわかる。人
口

増加とか,工業化,農業の発展で,

1973年までに,ア メリカの多くの場

llh,その他の国で,水の不足の危機

に見舞われるところが多くな
ること

が予想さヤしているが, ヽ`まから,1研

究開発を進めていけば,ち よう
ど,

間に合うことがわかる。

本年 4月 に発表されたこ
の報告書

では1965年に計画をは じめ,1975

年までに, 3個の原子炉と
4 iLElの蒸

留装置とを作ることを勧告
してい

る。最初の原子炉と,最初の二つ
の

蒸留装置は,それぞれ独立に運転さ

れる。第 2第 3の原子炉が,第
3第

4の蒸
Fin・装置と組合わせて使われ

る。それらの費用総額は
125億ド′レだ

が,それらの
1′

4を政府出資とするこ

とを考えて上に述べたような
3億ド,レ

とぃう政府出資額が出されている
の

である。この場合,原子炉の形式と

しては,軽水炉,重水炉を考えてい

る (小委員会で検討したのは, 熱Jl

ヵ 322万 k
・ヽの軽水炉,熱出力830万

k、子の重水炉であった)o

計 画 の 進 め 方

この計画を進めるのにいちばん重

要なことは,原子炉と蒸留装置とが

うまく時を合わせて使用可能とな
る

ことであり,計究グループの考えた

開発計画の手順は次のよう
になって

tヽ る。

(11 日産 4万t程度の蒸留式の淡

水化装置の開発建設。この程度
の大

きさの

'炎

水化装置が現在内務省でTTL

究されている。内務省と原子力委
員

会とは,二重目的 /ラ ントl‐ 原子力

を使うことを研究している。

(2)販売できる電力
20万 k｀ と,

日産20万 tの水を作る二重ブラ
ント

を日標として,内務省,原子力委員

会で共同の計画,研究をする
こと。

こぅしたブラントが,大 きい施設を

計画するのに必要となるはず
の性能

の諸係数を得るのに適当な目標
で■

り,ま た,原子力委員会の動力炉言|

画にも入っている大きさである。

(" 内務省で別の淡水化技術にヌ:

して研究開発計画を活発 l‐続ける
こ

と。この万1め方式が蒸留法による大

型二重目的淡水化プラントの経済性

評価を続けるのに必要なのでを
る。

(4)特定の場所での特定のプラ
ン

トについて,内務省と原子力委員会

とで詳細な実用性の検討 をす
るこ

と。 こォtら は, 1975イ平, 1980年 ,

19S5年 ,1990年 といった時期につい

て, 化石燃キ|と も1ヒ較する
ことが必

要である。

(5)熱出力800万 kWく らいの大き

さの炉の開発 l‐ついて,適当な炉型

をAECで決定すること。

中規模装置 も研究

ところで,ア メリカ原子力委員会

は,上に述べたような大規模淡水化
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妥二なふまずの1■能

,「 .1毛当な目標であ

l●委ミ会の動ヵ炉言|

=大
きさである。

■1_]:共水(ヒ技術に対

■三を活発に続ける
こ

=ゴ
iti蒸留法による大

it11フ ラントの経済性

「
,1必要なのである。

二‐での特定のプラン

「 i::省
と原子力委員会

モ三二つ検討 をす
るこ

.= l,「 5年 , 1980年 ,

:三 ヒ っヽた時期につい

`l比
鼓することが必

二::∵ k｀｀くらいの大き

=,1'｀ て,適
当な炉型

■tモ■3こ と。

模 装 置 も研 究

‐、・ ヵ原子力委員会

‐、■ょうな大規模淡水化

~ニ ントのほか,中規模のもの,す

。,「 ち 事出力20万～150万 kヽVの原
子
「
を11ま化プラント用に使う研究

li■ なっている。これは,後で述

=亘 =亨
子力機関がお こな った

:■ 三 s月 っ決定に基づくもので,

1■ 1 え まり,内務省と協力して

11 ェアメリカ国内用のものと,

糟前l=てま3需要と電力需要との両

I■ 〔1■ うために計画され, この

・ Fこ百
=■
lt=棄写子プ」≒問

'討
耐」 11:言

`ri二
〔れた:

:'一つ、アメリガでおこなって

l■ ヒま 三子力委員会ヒ内務省
塩1■ ヒ
「
共Fで フロリダ州キース

‐|=て '・ ,て ろ`水ヒ動力との2010

■1て「 書要
=査
である。この調査

= 
「三f三 二まじまったが,ま ず
‐1■ ■F「
=て
わかったことは,19

1て こ1え区で,電力と水の両
1 lτ :́き

', 
さし当ってのその

柵ll輌 二́す
」こうには,電力5万 kW

11・ ■i ~itを i乍るプラントを設

|「 rll■済的な方法であ
| |´ ニニ=こ れも国際原子

コ畔票子力機関の計画

|― ~ま
'す を主として紹介

二て電il i二 ように,国際原
1‐ てt i3亨子力利用の淡
= |[■ E計曇 を進めて
―~二 _Fiま ,196?年の総
・ ■■1~■ :=謙原子力機関

liff l―この研究を,生め

==■
三 9月

ようという要請をしたのには じま

る (本号 36ベ ージ。原礼之助氏の

解説参照)。 そこで,1963年 3月 ,

ウィーンで第 1回の専門家会議が開

かれ,ア メリカ内務省の次官 JK.
カーが議長になって新興国に淡水用

の原子炉を用いさせることで,国際

原子力機関はどんな援助 がで きる

か, といった話合いがお こなわれ

た。続いて, 専門家たちは, 国連

の職員とともにチュニジアヘの視察

旅行をお こな った。1963年 9月 に

1ま ,デ 2=↑ヨ論会が開かれた。こ

のとき
'ま

,カ ーの|=か ,ア メリカ原

子力委員Eテ メーも議長となった。

11カ匡がとすし,そのほか世界食糧

機関,国違う:ら も参加 した。そし

て,こ の 1「
=第
3回が開かれた

(9カ 国が参■)こ とは上に述べた

とおりである.

こうしたモ過から見て,国際原子

力機関での審議にもアメリカでの研

究の結果が:=く でているが,原子炉

としては,軽水炉が,国際原子力機

関で考えている熱出力10万 kW程度

では,在来i言ミヒ競争できるただ一

つの炉■でちろとされている。また

水蒸留の方i=ま、フラッシュ蒸留を

いちばん有三二考えてい るようだ

(第 3図 )c黒 :ゴ■遠ガス冷却炉では,

20万 kヽ
‐
の電力
=で
,日 産32万 tの水

をとる場合電力の方は lkW当 り6.4

ミル,水の方 まlt当 り10セ ントと計

算されている。そして, 熱1日力 300

万kWという, 建設中のものでは最

大の大ききの原子炉の程度l‐ なって

はじめてパリ, マンチェスター, カ

万kヽ
‐
程貢だi=「

用となるわけだ=

国際原子力機関では二重E=`
うことに魅力を感じているようだ =

新興国で水と動力の両方が得ら′l々 l

ば,産業を発展させる有力な手段を

持つことになる。それに新興国で,

ディーゼルによる動力を得ているの

に比べるとずっとこの方が安く, し

かも水が同時にとれるのである。

その意味では,チ ュニジアの希望

ではじまった,二重目的の中規模淡

水化プラントは新興国で意外に早く

使われるようになるかもしれない。

そこで軽水炉が有利だとすると,原

子力発電で軽水炉,特にi17騰水炉が

経済的 “突破"に成功したとしてい

るアメリカは,ますます他の国に比

べて国際的な競争で優位にたつこと

になりそうである。

原子力発電が在来の火力発電に経

済性 二`で競争できるようになるの

は,1968年 と予浪1さ れている。

それとあまり違わない時期に原子

力澤1用の淡水化装置も実用化しそう

である。冒頭にのべたワシントンで

の米ソの会合でも,1975年 までに,

普通の水と競争できるようになると

いうみとおしでは,米 ソとも一・致し

たといわれる。

米ソ両方ともが,兵器用核物質の

生産削減をはじめたドかりである。

したがって,このがとおしや,協力

体市1の成立には,多少宣伝的な意味

もあるかもしれない。 しかし,い ま
まで,いわば軍事利用というスポン

サーによって盛りたてられていた原

■・力開発も,最近になってはじめて

自分の足の上にたって動き出したと

いうことだけは間違いない。

大国が原子力平和利用をさらに進

めようとしている現状は,その他の

国々に大きく影響を与えないではお

かないであろう。(本誌 ,岸日J記者)
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tiコ  ある温度,圧力の!L水が,それよりほんの少し圧力の低い室に送りこ
ま,1,蒸発し,凝結する。 1は海水取入口, 2は凝結器, 3は加熱器, 4が蒸

≒百, 5は淡水, 6は‖:水口。 3で SOCCに加熱さ21た水 ま,次 の室に送られ

l´
=び
ごとに少しずつ温度が下がる。

;↑「11)弓註
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原  礼 之 助

原子力という言葉
が人々の口にの

はりだしてから
101'f)月 日が漸i41

た。10年ひヒ苦前
の原子力 と｀` ん

ば,米英仏ソなどいわゆ
る大国の1虫

占で,世 :界の1羊小二
tまただただ大国

の開発をF)1の 目でな
がめているだ

けであつた。しかしな
がら“原子力

平和¬l11''の かけ声
ヒヒもに,世界

各地1l ll itさ れた研究
用原子炉は世

界のすみずみまで原子力
開発のご利

益を浸
'■

きせた。

1011iAI同 じスタ
~ト ラインに並ん

でぃたl・ l々 パ島でも現在曖等
生と落

第」1の ような差が
つきつつあり,あ

る国はかつての教節'大
国に肉薄,ま

た特定分野では敦

師の地位を追い
こ

し教師の威信をぐ

らつかせはじめ

`いる。かつては大

国の独
=で
あつた

原子力は世:界
~般

大衆Fll家へと

'[■

(

されたのであ
1',

この開放にあたつ

て研究炉がはたし

た役割は大きい。

ここに記すのtまアi究
l「・を中心とし

た原子力ll発のりi在国
で,ま しい生

有競争に生きねく小国
の姿である。

研究炉と国際原子力機関

原子力開発の終局的目
標は,1空

Global■ IIoVement fOr ResearCh

Nuclear Reactor

の P′′′ιοS``たθ
〃απ

___ 36 -一―

“開発途上の国
'々'と 呼ばれるlTl(1

とって,い つたい研究炉
がどうして

技 ξ

ttti視進翠義ム|:箕1][1

はない。

たとぇば炉のit持運転
にかなりの

研究用原子炉をめぐ
る世界の動き

_   一一 め ざ ま し
い 小 国 の 意 欲 ―

―

とぃぅて ,ヽこ のおiしい
エネルギーの  つてくる。その上研究

をおこなうと

経済的刊■という
ことであるが,そ   すると何帯櫛 1綺

が必要となり,最近

コ 1ぃたる過程として各国
ともあら  判明した結果では出力数

メガワツト

そって研

'it・

の建設をおこなったo   い
1｀
r)の 中級の研究炉

1基を所有し

“原子炉を持たざるも
のは独立国に  た場合ぅ年間予算約

5億円と500人

あらず'と折りかつのナシヨ
ナリズ  の人員というのが研究成果をあげら

ムとアメリカ11よ つて提唱され
た  れる最小の要求といわれている。フ:

``原子炉 1基建設に
35万ド′,の援助''  究炉に関する

こうした諸問題は数年

にあわられて,われもわれも
と炉の  itま では全く問題

にさ1■ないでいた

建設をおこない,表に示す
よう11地   ことであつて,it近

になってやつと

中海地域,南米,ア フ
リカ,ア ジア  議論の対象になっ

てきたのである。

地域に存在する小国
にまでかなりの   T lttlF・

というものはなんといつ
て

数の研究炉が分前
rlて ヽ` る。アジ  も原子力開発

の中心であり, これ
の

ァ,ァ フリカ地域のよう
に,そ こに  利用研究を促進する

ことは国際原子

属してぃる国
々の大半がいオデシろ  力機関に

とつても近来の最大関心事

_‐ : ‐ |  のひとつである。lTl究炉の運転利用

負菖大小を間わず
もり上げている。

国際原子力機関と
いうのは率1続で

ぃぅと施療病院であり, 
この機関の

対象とするのは世界
の大半をしめる

貧しい国々である
。金持の国はなに

も機関にこなく|も金
持Fl± 11し あ

ぃで協力体牛1が しける
。椰1究 lJ・利用

の分野でlit関が意図
しているのは,

どのようにして貧し
い国々に建設さ

li;「

じλTマ |:れ換磋冒
|を

子を翼
題とした地域会議の開催,いろ}:タ
た百究炉センタ

~への勧告団の派遣
■■1クモ

i:亀千F辱贄鷺]n易藤理管理場,研究炉利用の機運を国
の

れた研究炉が,国際協力
によつて災

りの多い研究業績を上
げられるかと

ぃぅことである。

盛 ん な 意 欲

研究炉の運営利用
が建設当時考え

科 学 朝 日

1鰍 … ■    肺
l 1lI「   I Jll111

1測艤鵬軸II  
´
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」蹴1常輛蹄鰍翻脚加
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1%|=岬 洲性
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「
ボ子プリTl究所。
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キ

ヽ

立 助

=:■「
上11究をおこなう

■:ミ I〔 ::主 要となり,最
‐_=阜イ i■ニモ長て ま出力数メガワッ

ーー ■^■ |,´●喧 1■Hわ
'Fえ=■

^=「● T・ 11■■1究
'1基
を所有

三百子■■ 5億円と500

'「 1:研究成果をあげ

~妥
11し いわれている。

〔f=こ うした諸問題は数

r三  「it― l■11責 こ
=4■
なヽヽでい

[F´ て it近になってやつ

、‐i二 なfて きたのである

i■ ニ ユ1つはなんとい｀1つ はなん こい つ

II≒ ]■ きヽであり,こ
'

111´ てi li来の最大関,こ

:て it,研究炉の運慎
i ・ lFttitあ り,国際協

ゴ
^三 :こ t7決できるか

_」二■■、会11つ ]‖ lL, いろし

■IIて レF一 への勧告団の

]'1~モ Fiを 国際原子力機関|

三千¬用の機運を国

i =´ 丁 :「 ■tり 上げている

■百三二■てヒtヽ うのは
lr jl坑

ニモ1■ FIであり,こ の機『

t`f=~ま i:■の大半をしめ

IIで て■る=金 ltの国はな

it tt■ t(と も金持Fl±1[し

:li」 二■:■ し1す る。研究炉オ!

i」「■■頁■意|コ している
のは

ま'1し て貧しいFTl々 に建設
´
二「・:モ f■ , 口|ち

(1協力によって

^, ■■‐ ■キ|わ ■|ギ ム1つ るか^, ■■
'こ

績を上|デ られるか

,― ´´ ■ ス ^_■ _つ つ 。

盛 ん な 意 欲

〒三
「 =三
言利Flが建設当時考え

られていたょり, さらに困難なこと

ま,前に述べた通りであるが,いろ
ろヽな医難性にもかかわらず,数多
D国々では研究炉をふみ台とし,
亨子力開発にすさまじい意欲を燃や

_て しヽる。

■年 9月 ウィーンの本部で|コ際原

子力張関の総会が開催され,加盟国
~i表
が登llHl,黒 ,白 ,黄色とりど
こ顔を紅潮させ, くちぐちに“わ

ち百発途上の国々の開発計l~は急、

二尋で"と まくしたてる。これらの

三百ま割引く必要があるにしろ,実
■ 1“開発途上の国々"を訪れる
二 世界のはてと′思われるような国
lt真剣にT斗学ととりくんでいる人
1 るヽのに1等 く。以下地域月1に研
i・■Iで上り坂の国々とその指導
」■liき しょぅ。

開 発 を急 ぐ新 興 国

アシア : 日本と並ぶアジアの雄
1 )|■ ちろ。インドの原子力開
iri:兵バーパーによるところが
| :「氏はタタ則閥の一族できわ
十三F ナミンクな人がらである。
.1」「 1デ「 :ま ボンベイ近郊 トロン
ニ■ i■で,人員約5,000を有
_F ll「 .ま , 自力で建設して1955

■|二 しているプール型炉と,
~― 十二

~■
ヵで建設した出力 10ヽ 1
.:1二つが, それぞれ全出
[li l_て ■る。完備 した工作工
‖ 1■ _~ ■ニクスェ場をもち,
■   ■′ンドの近代科学技術
‖
‐
|・ tiよ をあたえる。イ

~1●
: j「 1■ lFが高度の教育

訓|1叫 |・ ■'「 きを吸収できる唯
… 11 」■ |■

ヽ
■,その持駒の豊

柿 l  t  二[を ネない。浮浪者
‐ ‐  ~レ ベイの町・,貧 し
■′1 型L I= コンベイの壮大
‐ ¨

111Ψ 三ill: このヌ111こ そ
」    :● IFろ う。ィンドは
| 1鳩 ■ 1‐■三|しで,国際原
・  Ψ11 -=― ニニっもとに,世
||‖  ‐   ‐・i t材の供出

インドを言ナ
=そ
の1子敵手パキス

タンを書かなゴなるまい。この国に

もインドのパーバーに匹敵する強力

な指導者ウスマニを有し, ヒマラヤ

の山ろく イステマパッドに出力 5
1ヽ下 のデー ,■ :=を 中心とする近代

科学の「 :堂をI誠中,炉は今年末か
来年早々
=「
こなろう。またラホー

ルにアイットーブ関係のり1究「奸をも

ち,東≡11・ ニスタンに原子力発電
戸iつt言えを三

二
三十である。

フィリビン 1ヽ、■ながら健全なF77

発計画をもち,意 ,(的 なIlである。

こある男【子1戸の建物。

マニラ|ヤ :夕 ■ヽプンシティー,フ ィリ
ビン大学3● (・ となりに研究所があ

り,昨 11辟
「
二:生 した出力3MWの

ブール■1行を1,て ぃる。
このぼ3■「:|〔 :」は初代委員長メ

ディナのノ、三ヒ積T・ l・ 11に負うところ

が多い。再氏 =■ lk国際原子力機関

の訂1練
=兵
ヒして転出したが, フ

ィリビン,7i■方研究所に幾多の有

能な若手ノ、言を|ミめ, また隣接のフ

ィリピン大
==じ
め国内の各大学,

研究「「 とC蔓 ビを三
`と

した,1国際協

力にだ,⌒ きて ァメリカのパージニ
ア大学ヒ委lil itを■/tでいる。フ

ィリピン■
'■
‐ま1■ ●●1究炉セ

ンターの■■:t il.ヽ とっのモデル

ケースとなら
'

アジアて三 |ヒ ヒ■ 二

`二

:上国とし

ての長 |ヽ三 員を
=こ
こ夕 fも 原子力

開発11■ tて F 力 い fTの ブ

―ル型炉を1=F:三 |■ してt、ろ:耐 F

究所|ま飛,「 ヒバン=ア liflヽ と,■
間にある。F員

=ス
リスーはヽから

研究11を 手I● ■ こまでもってきた

功労者で,生イヒ学者 であ り,■功
学,ま学方面への利用を中′と、と し
て,持色をうちだそぅとしている。
日本原子力tl―究所との結びつきも緊

密で,国際原子力機関のプログラム
のもとに,村原,苫米地両氏,武蔵
工大の古川氏がタイの研究所に滞在

援助をおこな。た。

インドネシアも特異な開発体tlを

とっている国0-つでぁる。バンド
ンにある工不ギ大学にアメリカのトリ

ガti炉の, またジャカルタ近郊にソ

連の援助によるソ連製ブール炉の建

itを おこなってい

る。このトリガ炉

は 11二以内に臨界

になろう。またジ

ョクジャカルタの

大学にソ連カマf贈

したIII界実験装置

があり,米 ソ両方
からの援助がおこ

なわれている。た

だこの|コの弱い経

済許t基 Jネ とインフ

レーションを反映し,原子力の11途
は,その熱意にもかかわらず,多難
であろう。

アジアでは以上のほュ 韓国,南
ベトナム,中国 (台湾ヽも原子炉の
運転をおこなっており,南ベトナム
をのぞいて原子力研究所は豊富な人

材をもっている。台湾では原子lJは

新竹の国立清革大学に設置されてい

る。韓国の研究所の人員は, 300を
こえ,その大半は大学卒であり,研
究意欲|ま きわめて盛んである。

め ざ め る 中 近 東

中近東 : 中近東の雄はなんとい

「
てもイスラエルである。このアラ

ブにビまガlた■:,孤鳥iま ,その特異
な社会構造,iス :な民 it iキ「tと とも
に他のどの国ヒも異ったこ「象をちた

える。科学に対する意 :ヽごみますき

まじく, イスラエルの原子力lT究所
ま小国01「究所が達せられる最高の

よ:|`示 している。観光ホテル的な

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
〓
と
‐近
■
れ
‐人
喝
研
眸
たヽ
つと
気
ダ
“
蔚
蒔
硼
解
昴
膨

:原三Jt iる ことはl t4際二l「 ,‐ 11三 fう ここ

肛
猟
商
耐
鵬
酔
る。は
脚
扇
雌
膨
硼
」
簾
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彼
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花やかな外観より,充実した内容を

求める人はぜひこの研究所を訪れる

べきである。

研究所はテルアビブの近郊の海辺

レホヴォットにあり, 5MWの プー
ル型炉を運転している。研究は基礎

部門に重点をおき,その独創性は他

に類をみない。研究所は1鱗接のイス

ラエル最高の研究機関ワイスマン研

究所と密接な協同研究をおこない,

幹部職員のほとんどがワイスマン研

究所と兼職,ま た大学で教えている

人も多い。徹底した能率主義 を と

り,国際的名声によって研究者の格

付けがおこなわれる。これもまた研

究者の勤務評定の一つのゆき方であ

ろう。

イスラエルを記すと,刈抗上アラ

ブ連合の研究所にふれねばな らな

い。カイロ近郊インシャスにソ連製

WWR型炉がある。運転人員も千数
百人という大規模なものである。中

近東では, このほかイスタンブール

郊外のトルコの原子力研究所が小粒

ながらある特定な分野で高い学問的

水準を示し,その半面イランのテヘ

ラン大学に建設中の5MWの プール

型炉は数人にもみたないスタッフと

わずかな予算で,その運転利用の見

通しは全く立っていない。

地中海地域 : 地中海をとりまく

国々のうち原子力開発に最も積極的

なのはイタリア, フランスをのぞい

てはスベインであろう。この問牛と

情熱の国はその看板どおりきわめて

意欲的な原子力研究所を有する。所

有する炉は出力3MWの プール型炉
でマドリードの町はずれ,大学に隣

接し,総数 2,000人 をこえる人員と

原子炉を中′とヽとする物理,化学の研

究のほかウランの探鉱,精練から使

用ずみ燃ヤ|の再処理まで一貫 した開

発体制をとっている。ことに後で述

べるアルゼンチンとともにウランの

製造に熱心であり,ウ ラン供給国と

しての意欲に燃えている。スベイン

はまた世界の海を征服した昔日の面

影をとりもどそうと技術援助にも熱

心であり, ことに中南米に積極的で

ある。マドリードの原子力研究所の

ほか, 2ヵ所の工Tl大学にも研究炉

が設置されている。

中央ヨーロッパ,バルカン: 中

央ヨーロッパ,バルカンに位置する

国々は政治体制からいって社会主義

をとっており,例外なく相当大規模

の原子力研究所をもっている。所有

する原子炉はいずれも出力数MWの
WWR型 とよばれるソ連製のタンク

型炉でブルガリアだけが IRT型 とよ

ばれるプール型炉である。特徴とし

ては独立 した原子力研究所を持って

いる国もあるが,ハ ンガリー,ブル

ガリアなどの国では原子炉は“物理

研究所"に設置され,原子炉は近代

科学技術開発に必要な研究機器のひ

とつとして扱われ

ている。

水準 の 高

い共 産 圏

中央ヨーロンパ

バルカンの原子力

研究所のうち人員

構成からみて最大

なのはおそらくチ

ェコの研究所でブ

ラハ近郊, モルド

ーの川辺にそった

小村ジャシにあり

日本原子力研究所

にほぼ匹敵する 1,600～ 1,700■ |

員を有する。最小のものは, ソア ,

アにあるブルガリアの研究所で,メ、

員約600で ぁる。ポーランド,ハ ン

ガリー,ルーマニアの研究所も,そ

れそれ1,000人以上の規模で,ボ ー

ランド,ユ ーゴスラビアのように

一つ以上の原子力研究所がある国 t

ある。ポーランドはワルシャワ近
=

のシブェルクに研究炉センターがあ

るが,従来加速器を主体としていた

グラコーの研究所に2号炉設置を計

画している。

ユーゴスラビアはこの国を構成す

る地方自治体のうち最大 のセル ビ

ア,タ ロアチア,ス ロベニアに原子

力研究所があり,その中心は連邦政

府の首都ベオグラードの郊外ビンチ

ャにある・ ボリスキドリッチ研究ルi"

であるが, このほかクロアチアの首

都ザグレブに加速器を中`ら、とした

“ルジェニル・プロビッツ研究所"

それにスロベニアの首都ルビアナの

“ヨーゼフ・ステファン研究所''は

アメリカのトリガ型炉を建設, 1年

以内に臨界になろう。これは共産圏

に売却された初のアメリカ製原子炉

である。

中央ヨーロッパ,パ ルカンの研究

所を通していえることは研究水準が

きわめて高いことである。イスラエ

ルととも:こその民族の科学に対する

達合1三 二由来するものかも しれな

い=科学」(準の高さとともにいえる

ことま.よ い指導者にめぐまれてい

ることて、瓢月1グ ラスゴー, ダブリ

ン大学教授で宇言隷の権威,ハ ンガ

リー
'ヤ
ノシュ教授,希土類元索,

X=]六
=:レ

ーマニアのフルベイ教

反,ア ルガリアのナディヤコフ教授

など戦すにブランスのキュリー研究

所,ド イツのマ′グス・プラング研

究所などで活」Eしたノ、々 が現在原子

力研t言つ雪長として,後進の指導

|二あたっているこ

ユーゴスラビアなどかつては “ヨ

ーロッ^の未粥国
''と よばれ,“パ

ルチザンの住むところ"といわれて

いたが,こ れら二つ の研究所 を右

国 名

アジアー中近東

韓 国
中国 (台湾)

フィリピン

南ベトナム

タ  イ
インドネシア

2ヽい・

インド

ハキスタン

イラン

イスラエル

トル コ

ヨー ロ ツパ

ュー ゴス ラ ビF

ブルガ リア

ルーマ ニア

キ トリガ型 F

え研究用に広

*ネ ブール
==

称がある。デ

**ホ IRT三
*ネ ** 天然

'
どに適する。

**11*キ wIIて

型で種々な大

■■
'オ
** ァ :

し,系統立´

ない,ポ ー :

ンマーグ, i

協力をおこ:

代国家へと

'

原子力

アフリカ

ょばれたア

もに近代市|

さんでいる

のとしては

動をしてい

が適当で

'このモロ
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IF‐ レダー,テ

三年ヒして、t
f号

「

議三を計

itノ チ研究考

「 =ア
チアの首

:を 〒心 と した

ビノソ研究
pFr"

彗ぎ ルビアナの

ァン研究所"は

Fを建設, 1年

これは共産圏

メリカ製原子炉

:ル カンの研究

=`ま
研究水準が

らる。イスラエ

〕科学に対する

〕〔ヽ も しれ な

=ヒ
tにいえる

こうぐまれてぃ

ゴ`ー, ダブリ

〕権戒,ハ ンガ

希土類元素 ,
オのフルベィ教

=ィ ヤコフ教授

〕キュリー研究

t。 ブランタ研

、マが現在原子

:‐ 後進の指導

:■ =つ ては ``ョ

ニよ、ゴで1,``パ

,・
・ ヒ1ヽわれて

0董尭可 を有

:朝 日

る ≡ ,1■

コ 名

アジアー中近東

婁 国
■コ (台湾)
アィリピン

■ベトナム

タ  イ
インドネシア

21NIW

インド

運営機関

原子力研究所

国立清準大学

原子力研究■

原子力研究千

原子力研究■

工科大学

原子力lr究 千

原子力研究千

チ 在 i 国  名 炉  型 運営機襲 所 在 地

イスラエル  5MWブ ール

トル●

ヨーロッノ`

241RIW重水炉

G圭設中)
lMWブール

100kヽ Vト リガ

ブルガリア   lMW,IRT

ルーマニア  1~3ヽlW,ヽ下R

原子力研
‐
L千  イヌ界 す ノル ′し=  ´`

原子力委員会― テヘ
テヘラン大学
Sorcq原子力研究Fモ  '■ ■

―原子力委員会

原子力委員会    一

原子力研究■ イス
'レ

~―

2ヽ fヽ1,ヽ
‐`・R  ,学 アカデミー プダベスト

中央物理研究所

キァ 2ヽlW,WヽR 科学アカデミー レッツ
原子力研究所

2Mヽ',WWR  科学アカデミー スウイルク
原子力研究所

5MWブ ール  原子力研究所 ジーベルスドルフ
100kWト リガ  エ科大学   ウイーン
lMWブ ール  “DcmOCritus  ァテネ郊外

原子力研究所"

3MWブール  原子力研究所 マドリッド
10kWア ルゴノート■*ホ +*工科大学 パルセロナ

10kWア ルゴノート エ科大学  ベルバオ
1ヽlWブ ール  原子力研究所 リスボン

2ヽlW,WWR  原子力研究所 インシャス
50kWト リガ  Lovanium大 学 レオボルドビル

WWR(計画中)原子力委員会 アクラ

20 MW還縮
柔
ラ
胎
原子力委員会 プリングバ

250kWト リガ 原子力研究所 メキンロンティー

3MWブール 拿ふ発岳
ラ科ヵラカス

5 ivIWブ ール  原子力研究所 サンパウロ
30kWト リガ MinaS CCrjs大学 ベロホリゾンテ

10kWア ルゴノートエ科大学 リオデジャネイロ
25kWア ルゴノート原子力委員会 ブエノスアイレス

10MW i水炉   ″   ブエノスアイレス近郊

炉 型    1

100kWト リガ*

lMWプ ール…
lMWブ ール
250kwト リガ

lMWブ ール
100kヽ /ト リガ

IRT十・・ 0主設中)

lMWブ ール
40MW天然ウラン
重水炉
Ⅲ̈Ⅲ*

loO～400W天然ウ

ラン重水炉

5MWブ ール
5MWブ ール

二
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一
一
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ヽ

ューゴスラビア 2MW,ヽハFヽ =R・
キ`*ネ
“Borヽ lヽJ【 ichヒ ンニ

原子力「
:克千 '

“JOSeph Sttan ビ́,「

原子力研究千
.

科学アカデミー ソフ′
~

物理研究所

科学アカ■ミー マ
「 '´

原子力研だ 千

,,そ ンチン

t,ン～ウラン合金のヤト料を使用 し極めて安定 した炉特性をあた
■ トリガ型原子炉 :米のシェネラル・アトミ

え研究用に広く使用されている。

*ネ ブール型原子炉 :ス イミングブール型原子炉●略て:濃華 'テ

称がある。ブールの水が減速材,冷却材,シ ー 'ド
としてi=三 し

キ*I IRT型 原子炉 :後述のWWR型 炉とともにソ連イ:｀三 ニモ三

"*ネ
■ 天然ウラン重水炉 :天然ウランを嬌||と し重ネを三=II二

―

どに適する。

***ネ 十wwR型 炉 :ソ 連が外国に売却 した炉のうち景 tユ ri l

型で種々な大規模の実験に適する。

協力をおこない,原子力を通して近

代国家へと脱皮しつつある=

原子力で開ける暗黒大陸

アフリカ: かつては暗黒大三二

ょばれたアフリカにも民族主義ヒヒ

もに近代科学,原子力の嵐が吹きす

さんでいる。この地域を代表するも

のとしては,小粒ながら精力的な活

動をしているチュニジアをあげるの

が適当であろう。

このモロ,コ ,ア ルジェリアとな

196[4年 9月

トーキー
=三
ヒ1ヽ うソルボンヌ出身

「 ■三手者
をモ導者として,よ その

三 1八 ら'lt =子
力開発計画を打

喜して,こ =・
ニ`ユニジアばかりで

なく、童
~~ ■を近代社会にllLi皮

きてらま,it工  三子力である"と

こ■憂三「
± ■・ う`。それにそえて

‐をァァ ●を三
`・

すも殺すもサハ

ラきiゴ (3露■'11しかっている。サ

ハラからiま :生 it出る。 しかしサハラ

に続く広大な不毛の地がある。こ
の

不毛の地を縁 (とすることにこそ原子

力を使うべきだ"と の実用論も忘れ

)き主・
~■
■体が水を一杯たたえたブールの中に設置

されているところから, この|

七
「
与え 0研究す の大半はこの型の炉である。

[二 [ミ F:1ゝ [li9i承

`争

讐苫iた奮

`百

1.贅量侶['7し卜_プ生産な

‐
■ l― 農七のウランを燃キ|と し,軽水を減速剤 とし使用 して

いる。炉体はかなり入

■,炉 で,濃締ウラン合金を燃料とし使用,大学
での教育用に広 く分布 している。

ない。

こうした信念に燃えて国内的には

チュニス大学における原子力を中′■

とした近代科学教課の充実 ととも

に,海水を蒸留して真水にかえるた

めの“脱塩用原子炉"の建設l~非常

な熱意を示している。 “脱塩用原子

炉の開発のように莫大な投資を必要

とするものにこそ,米ソは政治的響

念をこえて協力すべきだ
"と国際原

子力機関の会合ごとに強調,最近の

発表によると米ソ協同事業のひと
つ

としてこの“脱塩用原子炉の開発
"

をとり上げるとのことであり,こ れ

にトーキー教授の発言がどの程度関

与したかは舛|る よしもないが,こ の

い本**キ アルゴノート炉 :主として教育訓1練,1三真な要駐,1三 r il t

らんで三■
=二
百している小国は,

し,系統立った原子力の開発をおこ

政治三i tt t■ 三0ある中立政策をうない,ポ ーランド,ノ ルウェー,デ

ちだして、
=rl.原
子力の分野でも

ンマーグ,フ ランスと多角的な国際
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発表をよんだおり,ウ ィーンの|コ際

原子力機関の議場でアメリカのスマ

イス代表, ソ連のエメリヤノフ代表

に熱,と、に“脱塩用原子炉の開発とサ

ハラの緑地化''を 説くイガグリ頭の

同氏をおもい浮べたものである。サ

ハラの石油と緑化と脱塩川原子炉問

の絆iびつきがあまり明確でないが,

えてして国際的プロジェクトはこう

した個人の熱意で動く場合が多い。

チュニジアの原子力開発はまだ初

期であるが,委員長の熱意 と指導

力,それに国自体の特色ある中立性

とともに将来が期待される。

チュニジアとサハラをこえて反対

夕1,黄金海岸に位置する新興国ガー

ナも原子力に熱心であり,主都アグ

ラにソ連の援助になる“アイソトー

プ研究所"を持ち,最近はここにソ

連製原子炉を設置する計画で,名実

ともに総合的原子力研究rrに しよう

としている。原子力委員長バフーは

大学の物理の教授であるが,チ ュニ

ジアのトーキーを・動の指導者"とす

れば,こ の人は…静の指導者"である。

このガーナのパフーについては一

つの逸話がある。今から3年前,国

際原子力機関の総会で同機関 21k目

の事務総長スウェーデンのエグラン

ドの指艦をめぐって議場はまっ二つ

に分れ,不満を持ったソ連代表団の

退場というようなとげとげしいこと

が起った。現在の米ソ共存ムードか

らは考えられないことである。その

」り千りの議長がガーナのバフーであっ

た。ソ連の退場で総会が気まずいふ

んいきにおそわれ,た とえエグラン

ドが数でおして任命されてもどうな

るかと思われた折り,議長バアーの

ユーモアにあふれた名演Diが議場の

緊迫した空気を救った。“昔 ,々あ る

ところに森があり,動物たちが半和

にくらしていました''と およそ原子

力とかけはなれたわとぎi舌的言1lTで

はじまった寅ヽ説は “ある日のことゾ

ウとライオンが大げんかをはじめた

ので平和がやぶられ,ど うしたこと

かと外交好きのサルが両者のとりも

ちに走ったがだめ,一番弱い崚
=こ

■

が集ってまずゾウに話しにいったち

鼻の先であしらわれ,ついに意を決

して耳の中に入りこみ,ブ ンプン■

ったところ, ゾウはたまりかねてま

のいうことに耳をかたむけました。

同じことをライオンにもやり,や っ

と森に平和がよみがえりました"と

続き,米ソをゾウとライオンに,小

国を蚊にたとえたこの演説は小国の

ゆき方をはっきりと示している。

アフリカ地域では, そのほかコン

ゴ共和国にベルギー統治時代から運

転されているトリガ炉が首都レオポ

ルドビルのロパニウム大学にある

が,7長,ス タッフともにベルギー
人が多く,純粋な意味でアフリカの

原子カセンターといいがたい。また

南アフリカ連邦も大型炉の建設をお

こなっている。

歩み出 した南米大陸

南米 : 南米というとすぐ頭に浮

0111.ltノそ本社営業所 東京都大FB区馬込ll西 4-67 電話 (771)9191(代 表
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■ 特 徴

0同一菫体でスイープとマーカが得 られます .

0ス イープの掃引中は広帯崚・狭帯域の切換可能 ,

0マ ーカはスイープとヘテロダイン検波 され,安定 なビ ンプが得 ら

れます。

。校正用 水贔発援器
'4 5Mclを

内蔵
=

の外部より 水贔で内蔵周波薇以外の校正可能
0回転 ドラム方式の周波数日盛を採用 ,
0小形化 されているのでサービスベンチに遷こ

=

■ 仕 様

つスイープ椰

発振問波数…………   Aバ ン ド 2-1∞ Mc(ビ ー トダウン)
¨̈ …̈………… Bバ ンド140ヽ 270M c(直    接 )

掃引帯域巾 …… ……… 全問波数帯 Iわ た り 広 :12M c,lL

狭 :2M c以 上

出 力 電 Ft  … … … …  … …  … … … … 100mVtt L
Oマ ー カ 椰

発振周波数……Aバ ン ド 35 ～ 6Mc l高 調波 7-12Mc)
Bバ ンド 18～ 30Mc t ″  36～ 60Mc)
Cバ ンド 70～ 140Mc l ' 140～ 280Mc)

周波数確度…… 1%11下 ,A,Bお よびTVl-12チ ■ンネル内
校正用水品発振器………………………… 内装 45卜Ic=001%
0寸度・重量…………………………230W● 310H× 350D略 8 5kg

MODEL
TV用 スイ
新 製 品 シ リ

351
-プ ゼネレータ
ー ズ  No 5

三 りll工 場  薔
=市
■IL子束 3-1175 電

=

科 学 朝 日
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研究:

力の開

る秦「し

がるベ

に近代

存の科

び水と

とであ

は戦争
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単 ■

二
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攣til=て
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.し ■
=未
大琶

ぶ大量 二
~F:七
てi=1:,は なや

かな■lfま 「
「
1=「 三冥という点で

はアんゼンテ)で■ろ=なんといっ
ても原子方

「
声発を全く独力で,他

国からの援
=な
しにおこなっている

のは驚嘆すべきでぁる。

第 1号炉はアルゴノート型のFて

自力で建設,炉′とヽ部の建≡■ 三Ft´ i
けでも数回変更したと]ニ ヒてチ

=
が,委員長キとラし卜」

=三
ま… 」

くっているうち,こ
=ifを
お Fiこ l

のです''と ゆう然たるもつである
=

目下自力で第 2号炉 (こ れはC卜 5
11Jに近い高中性予束炉である)の建
設をおこない,ま たウランの探鉱,

精練,使用ずみ燃料の処理と一貫し
た開発をおこなっている。本家本元

のスペインの開発体制とよく似かよ

っている。

南米にはこのtプ ラジルに 3基研

究炉があるが,国内の政治不安を貫
映して意気は上がらない=ベ ネズニ

ラの研究炉は南米で建設運
=き
111ニ

最初の炉であったが,維 持 しきをl

ず,長い問運転を中止,一時売却を
希望し“中古原子炉第 1写 か"と さ
わがれたが,最近フランス,ア メリ
カのテコ入れで再開した。またメキ

ンコが,小粒ながら,地道な研究炉
の建設,ウ ランの精凍などをおこな

らている。

貧 しい国同士の援助

研究炉の建設■1■ 二

カの開発は,そ l々=|
る新 しいエネルギー:]

がるべきであるil.IF

に近代利学技|:3アを

存の科学技術を言二
=

び水となっているこ よ
とであるが“手

=|■
:

は戦争の遺薔 1よ こ
:ヒ
 .う

=

浮び上1-て  ==ま た“開発途上
のご , て「 ニニニジアのトーキ
~■  ―´こここを■つまでもなく,

「
子I~キ 1、 , 一挙に,その国の
六 |■
~1「
百三モ ■学技術の水準を

二:● ´二 |■ _すすめたことは事実

てチ
=
「f子
「

´
=_== 原子力開発という

こ三■■二て■|モるのは限られた国

二 _1■   ここで国際協力,援助
=[重要な

:下
三として原子力の分野で

おこ
`て
 =:国際協力とは結びつ

くべき■
=「
ま■がほぼ同じ場合を

いい, こfl`:■ |ナはなれている場合

は国際援
=iヒ
よ:ゴれる。

近ごろ国際協力,援助ということ
が流行語つようにいゎれるが, これ

ほど日にするのはやさしく,実を結
ぶのに困葺tな ことはない。ことに近

時国際援助というものが大国の宣伝

の具として使われるきらいがあるの

で, これ(1ついて一言しよう。

藝摯ヨtな演術援助が成功するかど

,■ .i ■ヒえに相手国をどの程度
三
=し
て こ1ヒ t'ヽ うこと|こ かかっ

,く る.こ の場合,メ、電 言■、|=
俗,習慣,モ済陸といろいろのもの

がからみち|ヽ ,国が異った場合の相
互理解というものは理想にえがくほ

ど現実に■きしいものでない。

ことに社千言tな ちがいはしばしば

本質的な謀手を技術援助の場合にも

たらす。“全■, 貧者の心を解さぬ"

のことわぎビおり,近時 ``大国から

小国へ''3=術援助に代り“小国か
ら′:、
=へ
…]援助が多くの場合成果

をち 'て  ら,貧 しい小国;すなわ
ち低FI■ iti三 ヒ思うのは大まちがい

■_こ
=賞
´く′:ヽきくとも,科学水

阜 文 /11:■
「
■1ヽ国々はいくらも

ちろ
=

亨■■
「
■牙て技行援助を活発に

i■ ■  1,式 功してぃる一i/11と

射線のシールド用の鉛が買えぬ場合

にイスラエルの科学者は ``あいたド

ラムカンにコンクリートをつめてシ

ールド代りに使え"と きゎめて実際

的なことを教える。 ``シールドの鉛

が買えぬくらいなら原子炉を使う研

究はやめろ''な どのケチなことはい

わないのである。

イスラエルのほかインド,ユ ーゴ

スラビア,チ ェコなども技術援助に

熱′と、で, これらの国々の専門家は自

国が貧しいから“開発途上の国 '々'

の環境にもすぐ順応するし,ま た貧
しい国に適当な助言をあたえる。貧

しい国から貧しい国への援助が成功

しているゆえんである。

最後に日本の立場について一言す

ると,東海村の日本原子力研究 IFは

世界でも一流の施設と,豊富とまで
はゆかなくとも,かなりな人材を有
し,国内的にも10基以上の研究炉を

有し, 日本はアジアばかりでなく世

界的な原子力の先進国である。

従来日本の目は原子力の分野での

国際協力の場合,1欧米に向けられ,

他国, “開発途上の国々"には全く

向けられていない。

ことに重要なのは,近隣のアジタ

の国
`に
存在する原子カセンターと

の関係である。人と人とのつきあい

で近所づきあいが重要なことはいう

までもないが:こ の ことは,国 と

国,研究所と研究所の場合たもぁて
はまる。その_L,かつての “少年航

空兵"と して日本のために戦った人

人が中堅としてちらばっている東南

アジアの原子カセンターである。

日本よりもらと貧 しい国々が“貧

者の一月"'の精神をもって近隣のセ

ンターの援助をしている17HL在,豊富

な施設と人材をかかえた東海利はじ

め他の国内研究センター,大学を持

ちながる ``自国の問題で手一杯"と

いう態度を近鱗の原子力研究lliに と

ったとしたら,余 りにも利己的であ

ろう。

(筆者は日本原子力研究所員,1959年か

ら1964年 4月 まで国際原子力機関事務局

に勤3の
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これは敗城匡■■こE●  Iト イ   してメニテニ _■ :ち |デ られる。この
ツ, イタリアをネ'こ三奎 ヒtな ,こ   匡

=■
七」ll主■ヒ|まいえぬが,

獣時中の投資が後二って、ヽる●1:よ   アジア, アフリカ地域でイスラエル
くわかる。戦後fO年 たち

=■
キら遺  の専F:友 11尊重されていることは,

産がそろそろ失わ:tか :ナた現在,青   想像以_Lて ある。
しい長期投資の対象として原子力が

1964年 9月

原子炉を使っての研究の場合,放

■7 tttt番 ヨ■tit=た
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